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１．研究の背景 

 本校は平成 22 年からユネスコの提唱するＥＳＤの「持続発展可能な教育」を視点にした研究を行い、平成

24 年にユネスコスクールの認定を受け、同年 11 月には「持続可能な社会の担い手を育てる教育」をテーマ

に、責任性・連携性・相互性・多様性・有限性・公平性のＥＳＤの６つの視点をもとに、研究発表会を開催し

た。本校のＥＳＤに関わる実践は、愛知県公立教員全職員へ配付する「教員研修の手引き」の巻頭で紹介され

たり、ＥＳＤカンファレンスで発表したりする等、実践と成果を示してきた。平成 26 年度はＥＳＤ最終年とし

て、本県と岡山県で、この 10 年のＥＳＤの成果を発表する会議が行われることが決まっている。 

 さて、本市では英語教育の重要性と可能性を見据え、文部科学省から英語教育特区を受けたり、タブレッ

トＰＣを利用した英語授業を実施したりするなど、英語教育に力を入れている。また、文部科学省は 2020 年

から小学校に英語科を設置すると発表し、グローバル社会での英語能力向上を目指している。 

 愛知県では、平成 22 年にＣＯＰ10 が開催され、環境問題についての子ども会議が開かれた。各国から子ど

もが集まり盛り上がった会議であるが、日本の子どもで積極的に会議に参加できたのは帰国子女がほとんど

で、英語能力の必要性が明確となった。また会議の内容から、環境問題から経済や政治面にも広がり、英語

能力だけでなく、多様な知識とで多面的な考え方が出来ることも必要であることも課題となった。 

こういった経緯から本校では、平成 24 年度の研究発表以降、ＥＳＤ最終年に向け、ＥＳＤ会議参加やＥＳＤの

理念を今後継続してカリキュラム化するため、社会・理科・英語科の教諭を中心に、社会問題を英語で話す

ことのできる生徒の育成を目指してきた。その手立てとして、①社会・理科・総合的な学習の時間を使った

環境問題や経済問題などの学習の充実②英語で話す・書く・伝える能力の向上③スライドショーなどを使っ

たプレゼンテーション能力の育成の３つを柱として研究実践をしてきた。本年度は、ＥＳＤ最終年として、本

研究についてもまとめの年と考えた。ＥＳＤ子ども会議などの周辺会議に生徒が参加し、今までの成果を生徒

が諸外国の方などへ発表できる能力を育成しようと考えた。 

 

２．研究の目的 

英語の言語能力を始め、プレゼンテーション能力、ＩＣＴ能力を高めること。また、ＥＳＤ子ども会議などの

ＥＳＤ周辺会議に積極的に参加し、他校や諸外国の方に本校の実践を伝え、意見交流をすること。 
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３．研究の方法 

本研究では、ＥＳＤ最終年での発表活動で、英語で環境問題や社会問題を話せる生徒の育成を目指し、次の

Ａ～Ｃを実施する。１つ目の方法として、パソコン室生徒用ＰＣに英語指導用簡易コミュニケーションアシス

トシステムを導入し、会話や発表を増やす授業を展開し、生徒の英語力を育成していく。２つ目の方法とし

ては、パソコン室以外に多目的室にプロジェクタを設置し、ＰＣによるプレゼンテーションやデジタル教科書

により、資料集めから発表までのスキルを育成する。またタブレットＰＣを導入して、ＩＣＴ活用の力を身に付

けさせていく。３つ目として、朝のショートタイムの時間などを利用し、教室用のデジタルテレビを使った、

スライドを利用した１分間のディスカッションタイムを行う。生徒はできるだけ英語でのプレゼンテーショ

ンを行い、英語の能力の育成を図る。 

（１）英語授業の充実 

①英語指導用簡易コミュニケーションアシストシステムの導入 

パソコン室に、生徒の英語会話や発表を、マイクとヘッドフォンを通して全体、個別、任意のグルー

プで行え、また録音することで聞き直す事ができる簡易コミュニケーションシステムを導入する。ネッ

トワーク電話またはスカイプ等のツールを利用してシステムを構築してＰＣ室ＰＣ４１台全てに導入する。 

②授業展開の工夫 

文法や単語の習得の授業を改め、コミュニケーション中心の授業にする。ＰＣ室を利用できないときも

英語での会話に時間を割き、文部科学省も進めるオールイングリッシュでの授業を目指す。 

（２）英語指導、総合的学習の時間での資料収集、発表スキル向上のための環境整備 

①使いやすいＩＣＴ環境緒整備 

本校は普通教室には、５０インチデジタルテレビとノートＰＣが整備されているが、その他の教室は未

整備である。社会・理科・総合的学習の時間での環境問題や社会問題などの資料集め、調べ学習、英語

指導用のデジタル教科書利用、プレゼンテーションソフトの利用ができるように、多目的室にプロジェ

クタとスクリーンを常時設置し、利用環境を整え、全教科・領域で積極的な活用を図る。また、授業効

率や利用の幅を拡げるために、テレビ会議の実現やワイヤレス機器が利用できるＩＣＴ環境の整備をして

授業支援を行う。 

②文部科学省田村調査官からの指導 

平成 24 年の研究発表を機に、田村調査官からの指導を継続的に受けている。ＥＳＤの視点を取り入れ

た指導の方途や方針を監修していただき、総合的な学習の時間を中心に環境問題・社会問題を充実させ

る。 

（３）写真を利用したＭＤＴ（ミニディスカッションタイム）の実施 

授業前のＳＴ（ショートタイム）時に、環境問題等をテーマにしてＭＤＴ（ミニディスカッションタイム）

を実施するもので平成２３年から始めている。本研究では、生徒がデジカメで撮影した写真や資料をもとに、

自分の意見を述べ、それを起点にディスカッションを進める。例えば、ゴミ箱の中身の写真を提示して、

分別についての意見を言い、学級でゴミの分別についての意見を討論する。また、自動車が排気ガスを出

す写真を提示し、大気汚染についての討論になることなどがある。写真を提示してそれについての意見を

１分行ったあとの３分間を討論タイムとして、聴衆生徒と意見を交わす。１人あたり年間１０回程度行うこ

とができる。また、簡単なテーマの場合には、培った英語力を駆使し、最終的に生徒が英語を使って発表

と討論ができることを目指し、海外の生徒との発表・討論を想定する。 



第40回 実践研究助成 中学校 

（４）ＥＳＤフォーラム等での発表活動とユネスコスクール認定校等との交流 

ＥＳＤ最終年の子どもカンファレンスや環境学習フォーラム等へ積極的に参加し、発表活動を行う。また、

同じユネスコスクール認定校等との学習交流をすることで、学習活動の成果をお互いに共有し、地域のロ

ーカルな活動や問題提起から、地球規模のグローバルな視点での考え方や行動の推進を目指す。培った英

語能力を生かすためにも、海外の学校との交流を目指している。 

 

４．研究の内容・経過 

（１）研究推進会議 

内容：研究方針、ＥＳＤの視点、研究内容の具体的な実施案提示、役割分担、スケジュール提示、授業

モデルの提案等の重要事項検討、参考専門書の購入等の検討をする。 

（２）研究全体会 

内容：研究内容について部員への提案、説明、詳細検討、研究概要配付、環境学習の進め方について主

に説明した。 

（右図参照） 

また、文部科学省田村調査官

との研究についての打ち合わせ

のご指導を受ける計画を立てた。 

（３）英語授業研究会 

英語指導の方法と写真を使っ

たＭＤＴ（ミニディスカッション

タイム）の方法について、財団

授賞式での黒上先生からのご指

導を説明し、実施の方法を検討

する。また、英語指導用のＩＣＴ

環境の整備について検討をする。 

（４）多目的室へのプロジェクタ

設備機器・ワイヤレスＩＣＴ機器

整備 

多目的室へプロジェクタを設

置し、教室でＰＣやタブレット 

ＰＣが利用しやすいように、無線

ＬＡＮアダプタを設置した。（次ペ

ージ写真） 
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（５）総合的な学習の時間研究授業 総合的な学習の時間でのＥＳＤの視点に立った環境問題への取り組み 

【学習テーマ】在来種と外来種の分布を示すバランスマップ作成、

原子力に頼らない新エネルギー利用と生活改善、 

現在の環境から予測する将来の地球環境、私たちができるＥＳＤ、

獣害と向き合う生活改善 等 

これらの学習は、ＥＳＤの視点から活動を行い、環境学習に関わる

基礎的な知識と考え方、地域の実態に合わせた生活改善などを考え、

本校のＥＳＤ実践の基盤となる。 

（６）英語科研究授業 コミュニケーションを中心とした授業実践 

設置したプロジェクタとタブレットＰＣを利用して、コミュニケーション中心の授業を行った。事業には、

ＡＬＴ（アシスタントランゲージティーチャー）を指導者に加え、授業での生徒のコミュニケーション量を

増やしていった。タブレットＰＣの設定は業者に協力してもらった。 

（下左コミュニケーションタイム、下中タブレット利用写真） 

（７）夏休み中のＥＳＤ関連会議・研究会等への参加 

以下の会議や研究会等に参加し、発表や実践を行った。 

・あいち環境研究会ＥＳＤ分科会ワークショップ in 東三河（豊川）参加生徒２名（上右写真） 

・伊勢湾・三河湾・堀川浄化の集い（名城公園）参加生徒６名 

・岡崎市親子エコ・クッキング講座（岡崎 東邦ガス）参加生徒１２名 

・こどもエコクラブ＆ESD フォーラム in 愛知（名古屋）参加生徒２名 

・なごや生物多様性サマースクール 2014（名古屋）参加生徒２名 

・蒲郡の海岸でわくわくビンゴ＆アート体験！！（蒲郡）参加生徒４名 

・中学生対象の各種英語スピーチコンテスト（岡崎）参加生徒１６名 

（これらの旅費は、乗車券を購入したために、領収記録がなかったので、旅費として充てませんでした。） 

（８）研究視察 横浜市立永田台小学校 全国環境教育研究会参加 

本校のＥＳＤの取組である環境学習実践を、この研究にて発表し、他地区の発表と比較して、今後の研究

に役立てようと考えた。小学校の取組と中学校の取組の違いなどよくわかり、横浜市の小中高校の異校種

の連携が非常に効果的であると感じた。ＥＳＤの視点から近い世代の者が連携して、環境問題や生活改善に

取り組む実践は、今後本校も考えていきたいと考えた。 

（９）テレビ会議システム利用の交流 

原子力に頼らない新エネルギーを考えることを主題に、テレビ会議システムを利用し、国内のユネスコ

スクール登録校との交流学習を行った。この交流では、地域によるエネルギー利用の考え方の違いが理解
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できた。東北地方では、原子力発電からの転換意識が強

く､生活改善まで至っていることに、本校生徒は驚いた。

生活に影響がない地域の考え方は非常に甘いことがわか

った。（右テレビ会議の様子） 

（10）写真を利用したＭＤＴ（ミニディスカッションタイ

ム） 

右の写真は教室のデジタルテレビに、平均気温の年度

による上昇のグラフが写されている。ワイヤレス提示機

で資料を提示し自分の意見を言っている場面である。 

これを週３回行い、生徒の発言力、プレゼンテーショ

ン能力を養った。 

（11）ＥＳＤ発信・交流会議への参加 

今まで学習してきた環境学習や地域活性などに関する

学習の成果をＥＳＤ名古屋と岡山で発表した。右写真は名

古屋での発表の様子である。 

これらの発表のイントロダクションでは、英語を使っ

て発表している。また名古屋と岡山以外にも、フィリピ

ンとの交流プログラムに参加し、世界的な環境問題やそ

れぞれの国の文化理解を積極的に行った。 

生徒は、それぞれの発表には違いがあるが、温暖化や

大気汚染、民族紛争など、同世代が同じ課題に真剣に向

き合っていることを知ることができた。 

右写真は、１泊２日で交流したフィリピンの生徒との

お別れの時の様子である。 

(12)文部科学省田村調査官からの指導 

１月に環境学習のまとめとなる授業を参観していただ

き、ＥＳＤの取組をはじめ、本研究の現在の進み具合や今

後の方向性を指導していただき、良好の評価を受けた。 

 

５．研究の成果 

（１）持続可能な社会の担い手の育成 

ユネスコが提唱するＥＳＤの理念を持った、次代に向けた「持続可能社会の担い手」育成するには、本研

究のような、地域に起きている環境や社会問題を地球規模の問題と関連づけ、「自分事」としてとらえ「考

え・行動」できる人材を育てることが大切である。このために大切なことは、知識を得ること、地域を知

ること、他の立場を考えることをトレーニングすることであることがわかった。これをいかし、積極的に

地域や環境・社会問題に関わろうとする人材とするには、発表会やイベントに広く出向き、多くの方と交

流することである。本校に来ていただければわかるが、息の長い発言や立場に応じた発言ができ良になっ

てきた。 
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（２）国際社会で、英語で環境問題、社会問題を話せる人材の育成 

学んだこと考えたことを表現するには、内容の充実と英語力が重要であることは、間違いない。写真を

利用した英語のＭＤＴ（ミニディスカッションタイム）は、短い討論であるが、積み重ねにより、話ができ

るようになる。本校の生徒は、将来の職業として、国連に勤めたいとか、外国で活躍したいということを

言う生徒がかなり増えている。（実感として２割程度） 

世界的な舞台で、国際社会を築こうとする人材を育成できると考えてきた研究の成果である。 

ＰＣを利用し、写真を使ったプレゼンテーションや編集をすることができる。 

 

６．今後の課題・展望 

ＥＳＤ最終年として岡山と名古屋で会議が行われたが、ユネスコや文部科学省は来年度以降もＥＳＤ関連プロ

グラムを実施する予定である。本研究により、会議やイベント参加、プログラムの体験などが非常に有効で

あったことから、今後も積極的に生徒を参加できるようにしていき、学習内容を発表したり、英語で交流し

たりすることができるようにしていく。 

今後も、多くの方々の支援と指導を受けながら本研究を今後も続けていきたいと考えている。 

 

７．おわりに 

本研究は、本校が平成２４年度に研究発表をしたＥＳＤ実践を拡げたものである。ただし、同じ学習内容を

踏襲していても研究は進歩しない。英語やＩＣＴを利用して培った生徒の力を今後とも伸長し、幅広い活動に

つながるように、改善していこうと考えている。パナソニック財団の関係の皆様、文部科学省の田村調査官

には大変なお力添えをいただきました。深く感謝申し上げます。 

 

 

 

 

 


